
横須賀市民協働推進事業@2025

よこすか人社プロジェクト（３）

「上町界隈・暮らしの寄り処づくり」

～事業成果報告版～

横須賀の２０４０年を考える会 代表
千場 純（ちばじゅん）

社会福祉法人心の会まちの診療所つるがおか
（ソーシャルグッドドクター）



そもそも…「横須賀の2040年」を考える…

〇横須賀の負の特性（2040年問題）を知る。

• 総人口（自然）減少と生産年齢人口の流出

• 75歳以上の超高齢化率と低出生率の維持

• 経済格差（貧困）と孤立無援社会の到来

• 空き家とシャッター街問題⇒経済活性化の低下と暮らしづらさ

• こどもの栄養と教育問題（不登校・虐待）

• 介護支援事業の人材不足と経営負担増（育てず規制する指導監査？）

• 「8050問題」⇒「9060問題」などなど
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“何とかセにゃいかん！”



今回の取り組み事業一覧
～よこすか人社プロジェクト（３）～

④メモリーガイドツアー

• まちの健康と福祉の相談室（まちの保健室）；
医療・介護・福祉の専門ボランタリー（プロボノ）な
シフト参加で、立ち寄る人への声掛けと傾聴から
始まる課題解決の糸口をさがしました。

②絵本マルシェ（みんなの居場所）

• 絵本バスジンジャー号；大人になって忘れかけ
ていた懐かしさや面白さと味わい深い絵本との
出会いで語るひとしきりを、みんなで一緒に過ご
せる楽しく開かれた空間をつくりました。

①暮らしの寄り処（まちの保健室）

⑤暮らしのお宝さがし隊

③オーラルフレイルカフェ

⑥まちづくり 三世代ゴチャマゼフェスタ

• よこすかフェスタ2025；この街のあちこちでい
ろいろなパフォーマンスやまちづくり活動をして
いる仲間たちが一堂に会して、それぞれの活動成
果を見せ合い語り合う…そんな出会いの場がで
きました。（よこすかフェスタとコラボ）

• 認知症にやさしいまちづくり；古き良き上町界
隈の歴史を訪ね、昔懐かしい商店街を廻り、そし
て人文自然博物館を訪れて、正月の思い出など
を語り合いました。

• 咀嚼と嚥下のフレイル予防；加齢や障害など
で衰える嚥下と咀嚼機能に気付いて、誤嚥とフ
レイル予防。そして健全な食生活がもたらす健
やかな老後を作るために2回実施しました。

• 暮らしやすさの上町界隈ブランディングプラン；
探せば出てくる暮らしに役立つ数々のお宝（文 教
施設や公園、昔が偲べる商店街、おしゃれなcafé
や人物など…そこに息づく横須賀暮らしの魅力（社
会資源）マップは行政・文化会館も取り組みました。
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“まちの健康・福祉の相談室（ジンジャーcafé）”

・①暮らしの寄り処づくり

• 医療・介護・福祉の専門多職種がそれぞれの想いをもって

• 無理のない“プロボノシフト参加”で取り組みました。

• “あるとき何気なく困り果てて立ち寄る人々”への声掛けと傾聴

• で“課題解決の糸口さがし”～“緩やかなつながりづくり”で

• 利用できる地域の社会資源や「なかま」を探して、一人ひとり

• 健康を護り、孤立と困窮を防ぐ…

そんな“福祉の交番”を作れないか
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⇒“まちの保健室
＠うわまち広場

②オーラルフレイルcafe

”絵本マルシェ“



まちの保健室
@うわまチック
天国（動画）



そこで、私たちが2040年までにやりたいこと
～よこすか人社プロジェクト（３）～

④メモリーガイドツアー

• まちの健康と福祉の相談室；医療・介護・福祉
の専門ボランタリー（プロボノ）なシフト参加
で、立ち寄る人への声掛けと傾聴から始まる課
題解決の糸口さがしをします。

絵本マルシェ（みんなの居場所）

• 絵本バスジンジャー号；大人になって忘れかけ
ていた懐かしさや面白さと味わい深い絵本との
出会いで語るひとしきりを、みんなで一緒に過
ごせる楽しく開かれた空間をつくります。

暮らしの寄り処（まちの保健室）

⑤暮らしのお宝さがし隊

オーラルフレイルカフェ

⑥まちづくり 三世代ゴチャマゼフェスタ

• よこすかフェスタ2025；この街のあちこちでい
ろいろな取り組みをしている仲間たちが一堂に
会して、それぞれの活動成果を見せ合い語り合
う…そんな出会いの場を作ります。

• 認知症にやさしいまちづくり；古き良き上町界
隈の歴史を訪ね、昔懐かしい商店街を廻り、そ
して人文自然博物館を訪れて思い出を語り合い
ます・

• 咀嚼と嚥下のフレイル予防；加齢や障害など
で衰える嚥下と咀嚼機能に気付いて、誤嚥と
フレイル予防。そして健全な食生活がもたら
す健やかな老後を作ります。

• 暮らしやすさの上町界隈ブランディングプラン；
探せば出てくる暮らしに役立つ数々のお宝（文
教施設や公園、昔が偲べる商店街、おしゃれな
caféや人物など…そこに息づく横須賀暮らしの
魅力（社会資源）をマップにする。
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メモリーガイドツアー

“認知症にやさしいまちづくり”
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古き良き昔…懐かしさと輝きで満たされていた
あのころに帰るためのきっかけづくり～上町界隈の

“旧”を訪ね、“今”を 見つめ、そして“新”を
求めるツアーを企画します。



認知症にやさしい
街づくり

ひとり親と
介護者支援

緩和ケアと
在宅医療

いのちの授業

認知症
カフェ

こども食堂

アート
＆

カルチャー

アフタースクール

虐待
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“よこすかフェスタ’’2６年２月７(土）＆８日（日）

不登校

まちづくりゴチャマゼフェスタ



よこすかフェスタ2026
@うわまち界隈

ふたつの家族が認知症と向き合う創作朗読
劇～“home~愛と死を見つめて”

See you again! あなたの最期をハレノヒに  
～“どせばいいカード”で#ACP #人生会議 

社会問題化している「不登校」をテーマにした創
作短編劇～「北風と太陽」を劇団河童座と コラ
ボ上演

普段は想い出さない“あのころ”のことや、”こんな話が
あった”ことなどを思い出しながらの上町を散策～
博物館に辿り着いたら問わず語りの昔語りをしましょう。
もし “そのころ”のことを知らない子供たちに話したらし
たら、もしかしたらちょっとリスペクトされるかも…



「暮らしのお宝（地域資源）マップ作り」は
「おもいでマップ」へペンディング 横須賀市商業振興課と神

奈川衛生学園コラボの
「うわまっぷ」

横須賀市文化会館「エコ
ミュジアムマップ」づくり



“暮らしやすさの上町”ブランディングプラン

探せば出てくる暮らしに役立つ数々のお宝～
文教施設や公園、そして昔が偲べる商店街と お
しゃれなcafé等々、次々出てくる面白いお店や
人物の数々…そこに息づく横須賀暮らしの魅力
を探し出してマップを作り、それを片手に誰もが
訪れたくなる街を作りたい！
～そして誰もが住みたくなる上町界隈になります

ように… 私達は“暮らしのお宝さがし隊！”
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我々は、

B;Offici
al

Good

D;Personal
Good

国・行政

地域社会

2023 医療・介護のデジタル化推進事業

 ケアプランデータ連携システム構築事
業

地域包括ケアシステム

**
　外来患者と近隣住民の当院認知度による「生活の満足度」項目別評価）調査（2019年）

認知度＜2 認知度＞３ 認知度＜2 認知度＞３ 認知度＜2 認知度＞３ 認知度＜2 認知度＞３ 認知度＜2 認知度＞３ 認知度＜2 認知度＞３ 認知度＜2 認知度＞３

回答数 114 126 120 142 121 145 122 145 122 144 122 143 121 145

平均 2.83 3.13 2.88 3.08 3.1 3.08 3.08 3.2 3.16 3.27 3.25 3.22 3.38 3.66

SD 0.7827 0.845 0.7912 0.8229 0.9741 0.9971 0.9285 0.8913 0.8033 0.7474 0.937 0.9094 0.9023 0.7824

T.TEST

三輪医院

をご存知で

すか

①子育て・教育への満足

度
②医療・介護への満足度

③健康状態（身体）の

満足度

④健康状態（精神）の

満足度
⑤近所・地域への満足度 ⑥自然環境への満足度

⑦あなたは今どのくらい幸

せを感じていますか

0.0058 0.0446 0.84825 0.29483 0.26714 0.7445 0.00941

⊛何故か？当診療所の認知度が高いほど、外来
患者の①子育て・教育と，②医療・介護への満足
度はそれぞれ近隣住民に比べて満足度が有意に高
く、 ⑦「幸福度」においても高い傾向にあった。

20
24

＊＊

総括＞「よこすか人社プロジェクト」を終えて…

横須賀市は超高齢化と（生産年齢人口減少を伴う）人口減少

により、全世代における社会的課題を多々内包する中核都

市である。その中で、我々は“かかりつけ医機能を有する在

宅療養支援診療所（在支診）”として、「自助を支える互助」と

「安心して暮らすための共助」を実現する暮らしの中の仕組

みづくりを目指す市民協働推事業「よこすか人社プロジェク

ト」に、通算7年間取り組んできた。その振り返りを行うと

A）医師会や行政との（通算3か年度受託の市民協働推進事業を

含む）協働で行った在宅医療と多職種連携の推進活動

（Official Good)

B)地域医療の質の向上を目指す取り組み

（Medical Good）、

C）近隣地域の社会的健康決定因子（SDH）や生活の満足度

の評価と、そしてその向上を目指す地域へのプロボノ活動の

取り組み

（Social Good）、更には

D）「それらの取り組みに対する当事者評価
（Perspnal Gooｄ）

の4方向視点からの軌跡からの向こうに、今後の「かかりつけ

在支診」がHUBとなって地域に貢献できる方向性が示された。
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